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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カプセルのためのカップ形状体であって、該カプセルは、抽出可能な製品を内蔵し、そ
して飲料調製装置内で摂取可能な飲料を調製するように構成されるものであり、該カップ
形状体（１;１０１;２０１;３０１）は、
- 　　参照軸（Ｘ）の周りの周囲壁（２）、
- 　　該カップ形状体の第１端部（１１）で該周囲壁を閉じている第１端部壁（３）、お
よび
- 　　該第１端部の反対側の開かれた第２端部（１２）、ここで該開かれた第２端部（１
２）は、これを通して前記抽出可能な製品を該カップ形状体に充填することを可能にし、
該このようにして充填されたカップ形状体が前記開かれた第２端部で第２端部壁によって
閉じられるときに、前記カプセルを形成する、
を備え、
　　　ここで、
- 　　該カップ形状体に対する参照目的のために、前記参照軸（Ｘ）に沿う第１方向（Ｘ
１）は、該第１端部（１１）から該開かれた第２端部の方へ向けられていると規定され、
そして前記参照軸に沿う第２方向（Ｘ２）は、該第１方向に反対であると規定され、
- 　　該第１端部壁は、該第１方向に陥没した部分（４）を備え、前記陥没部分（４）は
従って該第１端部壁の該第２方向側に第１凹空間（５）を形成し、
- 　　該第１端部壁は、前記陥没部分から前記第１凹空間（５）内へ突き出ている突出部
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（６）を備え、
- 　　該カップ形状体は、該カップ形状体の同一の複数の実施体（１、１Ａ）が、前記複
数の実施体のスタックを形成するように前記参照軸（Ｘ）に沿って相互の中に摺動可能で
あるように形成され、前記摺動可能性は、前記複数の実施体の第１実施体（１）が、その
第１端部（１１）を先頭にして、前記複数の実施体の第２実施体（１Ａ）の該開かれた第
２端部（１２Ａ）を通して、そして前記第２実施体の中へ、該第２方向（Ｘ２）に摺動さ
れうるようなものであり、且つ
- 　　該第１端部壁（３）の該陥没部分（４）は、当接状態を有している当接構造（７）
を備えるように形成され、該当接状態において前記実施体（１）の前記第２実施体（１Ａ
）の中への前記摺動性の程度は、前記第２実施体（１Ａ）の前記当接構造（７Ａ）と、前
記第１実施体（１）の該第１端部壁（３）との当接によって制限されている、
上記カップ形状体。
【請求項２】
　前記当接状態において、前記突出部（６）が該第２方向（Ｘ２）に、前記第１実施体（
１）の該第１端部壁の最遠点まで突き出る場合においてさえ、前記第１実施体（１）の前
記突出部（６）が前記第２実施体（１Ａ）に接触することが妨げられている、請求項１に
記載のカップ形状体。
【請求項３】
　前記当接状態において、前記突出部（６）は該第２実施体（１Ａ）と接触している、請
求項１に記載のカップ形状体。
【請求項４】
　前記当接状態において、前記突出部（６）は、前記第２実施体を支持するのではなく該
第２実施体（１Ａ）と丁度接触している、請求項３に記載のカップ形状体。
【請求項５】
　前記当接構造は、前記当接を与える少なくとも１つのリブ（７）を備え、該少なくとも
１つのリブは、前記第１凹空間（５）から離れる方向を向くところの、該第１端部壁（３
）の前記陥没部分（４）の側に置かれている、請求項1～４のいずれか１項に記載のカッ
プ形状体。
【請求項６】
　前記当接構造は、前記当接を与える少なくとも１つの第２リブ（２０７）を備え、該少
なくとも１つの第２リブは、前記第１凹空間（２０５）の方向を向くところの、該第１端
部壁（２０３）の前記陥没部分（２０４）の側に置かれている、請求項1～５のいずれか
１項に記載のカップ形状体。
【請求項７】
　該第１端部壁（３）の該陥没部分（４）は、前記当接状態において該第２実施体（１Ａ
）の突起部分（８Ａ）が該第１実施体（１）の該第１凹空間（５）内に突き出るような仕
方で、該第１方向に突き出る突起部分（８）を備えている、請求項1～６のいずれか１項
に記載のカップ形状体。
【請求項８】
　前記当接状態において、該第２実施体（１Ａ）の前記突起部分（８Ａ）と該第１実施体
（１）の該第１端部壁（３）の該陥没部分（４）との間の最小径方向距離は、前記最小径
方向距離を参照軸（Ｘ）に沿って第２方向（Ｘ２）の方へ測るときに、減少するように、
該カップ形状体はさらに配置され、該参照軸に沿う或る考慮された場所での最小径方向距
離は、該参照軸に対する径方向（Ｒ）に取られると規定される、請求項７に記載のカップ
形状体。
【請求項９】
　該突起部分（８）は、該第２方向（Ｘ２）に部分的に陥没され、それによって、前記当
接状態における該第１実施体（１）の該突出部（６）が該第２実施体（１Ａ）の第２凹空
間（１５Ａ）の中へ突き出るような仕方で、該突起部分（８）の該第１方向側に第２凹空
間（１５）を形成する、請求項７または８に記載のカップ形状体。
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【請求項１０】
　該カップ形状体は、さらに前記当接構造（７Ａ）の前記当接状態において、前記第１実
施体（１）の該周囲壁（２）と前記第２実施体（１Ａ）の該周囲壁（２Ａ）との間にまた
当接が存在するように配置されており、前記周囲壁（２、２Ａ）の前記当接は、
- 　　前記当接構造（７Ａ）の該当接が効果的であるところよりもさらに第１方向（Ｘ１
）の方で、最も好ましくは、前記当接構造（７Ａ）の該当接が効果的であるところから可
能な限り離れた場所で、および
- 　　該参照軸（Ｘ）の周りの周方向（Ｃ）で互いに対して角度的に間隔を空けられた少
なくとも３つの位置において、ここで前記角度的な間隔は、該参照軸の周りの３つの相補
的な１２０度の周囲セクターの各々に、前記少なくとも３つの位置の少なくとも１つが存
在しているようにである、
効果的である、
請求項1～９のいずれか１項に記載のカップ形状体。
【請求項１１】
　前記当接構造は、前記陥没部分（３０４）の裂溝面（３０７）を備え、前記裂溝面（３
０７）は前記当接を与える、請求項1～１０のいずれか１項に記載のカップ形状体。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カプセル用のカップ形状体に関する。該カプセルは、抽出可能製品を内蔵し
、摂取可能な飲料を調製するために飲料調製装置内に配置される。
【背景技術】
【０００２】
　そのようなカップ形状体およびそのようなカプセルは、出願番号PCT/EP2011/062738お
よび名称「Device, System andmethod for preparing a beverage from a capsule (カプ
セルから飲料を調製するための装置、システムおよび方法)」である国際特許出願に記載
されている。さらに具体的に、以下の記載を国際特許出願PCT/EP2011/062738号から導く
ことができる。
　カップ形状体は、
　　- 　参照軸の周りの周囲壁、
　　- 　該カップ形状体の第１端部で該周囲壁を閉じている第１端部壁、および
　　- 　該第１端部の反対側の開かれた第２端部、ここで該開かれた第２端部は、これを
通して、上記抽出可能な製品で該カップ形状体を充填することを可能にし、該このように
して充填されたカップ形状体が、上記開かれた第２端部で第２端部壁によって閉じられる
ときに、上記カプセルを形成する、
を備え、
　　　　ここで、
　　- 　該カップ形状体に対する参照目的のために、上記参照軸に沿う第１方向は、該第
１端部から該開かれた第２端部の方へ向けられているように規定され、そして上記参照軸
に沿う第２方向は、該第１方向に対して反対であるように規定され、
　　- 　該第１端部壁は、該第１方向に陥没した部分を備え、従って上記陥没部分は該第
１端部壁の該第２方向側に第１凹空間を形成し、且つ
　　- 　該第１端部壁は、上記陥没部分から上記第１凹空間内へ突き出る突出部を備えて
いる。
【０００３】
　国際特許出願PCT/EP2011/062738号において、上記カップ形状体の上記第１端部壁の上
記突出部は、カップ形状体で形成されたカプセルの作動部材として機能し、その作動部材
は、飲料調製装置の流れ制御ユニットのスイッチング部材と係合可能である。国際特許出
願PCT/EP2011/062738号は、上記突出部と上記飲料調製装置との間の上記係合の様々な使
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用について記載している。そのような装置は、国際特許出願PCT/EP2011/062740号にも記
載されている。
【０００４】
　本願発明のよき理解のために、上記突出部と上記飲料調製装置との間の上記係合をその
ように使用することが特に重要なわけではなく、従ってここでは詳細には記載されない。
その代わりに、本発明は実質的に、その第１端部壁が上記陥没部分および上記突出部を上
で引用したような仕方で備えるところの特定のカップ形状体に関係している。
【０００５】
　該カプセルの製造工程において、毎回、各カップ形状体は上記抽出可能製品を充填され
、そして、上記のように充填されたカップ形状体を、該カップ形状体の上記開かれた第２
端部で第２端部壁によって閉じることによって、カプセルは形成される。明らかに、膨大
な数のカプセルが処理されており、そしてその結果、膨大な数のカップ形状体が供給され
ねばならない。したがって、膨大な数のカップ形状体は、貯蔵、輸送、および様々なそれ
ら以外のカップ形状体に係る業務、例えば抽出可能な製品によってそれらを充填するため
の充填装置へカップ形状体を供給すること、の目的のために、相互にコンパクトに積み重
ね（スタック）可能であることが望ましい。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の目的は、その第１端部壁が上記陥没部分および上記突出部を上で引用されたよ
うな仕方で備えたカップ形状体が、コンパクトに且つ信頼性高く積み重ねられる、という
ことに従う解決策を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この目的のために、本発明は、カプセルのためのカップ形状体であって、該カプセルは
、抽出可能な製品を内蔵し、そして飲料調製装置内で摂取可能な飲料を調製するように構
成されるものであり、該カップ形状体は、
　　- 　参照軸の周りの周囲壁、
　　- 　該カップ形状体の第１端部で該周囲壁を閉じている第１端部壁、および
　　- 　該第１端部の反対側の開かれた第２端部（１２）、ここで該開かれた第２端部（
１２）は、これを通して前記抽出可能な製品を該カップ形状体に充填することを可能にし
、該このようにして充填されたカップ形状体が前記開かれた第２端部で第２端部壁によっ
て閉じられるときに、前記カプセルを形成する、
を備え、
　　　　ここで、
　　- 　該カップ形状体に対する参照目的のために、前記参照軸に沿う第１方向は、該第
１端部から該開かれた第２端部の方へ向けられていると規定され、そして前記参照軸に沿
う第２方向は、該第１方向に反対であると規定され、
　　- 　該第１端部壁は、該第１方向に陥没した部分を備え、前記陥没部分は従って該第
１端部壁の該第２方向側に第１凹空間を形成し、
　　- 　該第１端部壁は、前記陥没部分から前記第１凹空間内へ突き出ている突出部を備
え、
　　- 　該カップ形状体は、該カップ形状体の同一の複数の実施体が、前記複数の実施体
のスタックを形成するように前記参照軸に沿って相互の中に摺動可能であるように形成さ
れ、前記摺動可能性は、前記複数の実施体の第１実施体が、その第１端部を先頭にして、
前記複数の実施体の第２実施体の該開かれた第２端部を通して、そして前記第２実施体の
中へ、該第２方向に摺動されうるようなものであり、且つ
　　- 　該第１端部壁の該陥没部分は、当接状態を有している当接構造を備えるように形
成され、該当接状態において前記実施体の前記第２実施体の中への前記摺動性の程度は、
前記第２実施体の前記当接構造と、前記第１実施体の該第１端部壁との当接によって制限
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されている。
【０００８】
　上記摺動可能性および該第１端部壁の該陥没部分の上記当接構造のせいで、カップ形状
体の（膨大な数の）同一の実施体のスタックを形成することが可能である。
【０００９】
　好ましい実施態様において、上記当接状態において、上記突出部が該第２方向に上記第
１実施体の該第１端部壁の最遠点まで突き出る場合においてさえ、上記第１実施体の上記
突出部が上記第２実施体に接触することが妨げられている。
【００１０】
　このようにして、積み重ねることのお陰で、突出部は変形または壊れることが防止され
る。また、例えば、陥没部分は、突出部と陥没部分との間の押付け接触のために（その押
付け接触はスタック全体に連鎖反応的に容易に生じうるものである）変形または壊れるこ
とが妨げられる。
【００１１】
　別の好ましい実施態様において、上記当接状態において、上記突出部は該第２実施体と
接触している。上記接触は、例えば支持する仕方であることができ、その場合には上記突
出部が該当接構造の部分として機能する。
【００１２】
　しかし、別の好ましい実施態様において、上記当接状態において、上記突出部は、上記
第２実施体を支持するのではなく該第２実施体と丁度接触している。
【００１３】
　好ましくは、上記当接構造は、上記当接を与える少なくとも１つのリブを備え、該少な
くとも１つのリブは、上記第１凹空間から離れる方向を向くところの、該第１端部壁の上
記陥没部分の側に置かれている。そのような少なくとも１つのリブは、様々なタイプのも
の、例えば参照軸の周りに周囲を取り巻くように延在するリブ、例えばフランジ形状のリ
ブでありうる。代替的または付加的に、参照軸に沿って射影されたその成分が可能な限り
大きいところの長手方向のリブ方向を有する少なくとも１つのそのようなリブを施与する
ことは有利である。
【００１４】
　別の好ましい実施態様において、上記当接構造は、上記当接を与える少なくとも１つの
第２リブを備え、該少なくとも１つの第２リブは、上記第１凹空間の方向を向くところの
、該第１端部壁の前記陥没部分の側に置かれている。
【００１５】
　本発明のさらに好ましい実施態様において、該第１端部壁の該陥没部分は、上記当接状
態において該第２実施体の該突起部分が該第１実施体の該第１凹空間内に突き出るような
仕方で、該第１方向に突き出る突起部分を備えている。そのような突起部分は、スタック
内で上記当接状態にある隣接するカップ形状体の精確な一列の配置を促進する。
【００１６】
　好ましくは、上記当接状態において、該第２実施体の上記突起部分と該第１実施体の該
第１端部壁の該陥没部分との間の最小径方向距離は、上記最小径方向距離を参照軸に沿っ
て第２方向の方へ測るときに、減少するように、該カップ形状体はさらに配置され、該参
照軸に沿う或る考慮された場所での最小径方向距離は、該参照軸に対する径方向に取られ
ると規定されている。そのような減少する最小径方向距離は、第１実施体の第１凹空間内
に第２実施体の突起部分を容易に支持することを促進する。この減少する最小径方向距離
のせいで、上述の上記当接状態における隣接カップ形状体の正確な一列の配置は、２つの
実施体が相互の中に摺動されるときに自動的に達成される。
【００１７】
　好ましくは、該突起部分は、該第２方向に部分的に陥没され、それによって、上記当接
状態における第１実施体の突出部が該第２実施体の該第２凹空間の中へ突き出るような仕
方で、該突起部分の該第１方向側に第２凹空間を形成する。
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【００１８】
　本発明のさらに好ましい実施態様において、該カップ形状体は、さらに上記当接構造の
上記当接状態において、上記第１実施体の該周囲壁と上記第２実施体の該周囲壁との間に
当接がまた存在するように配置されており、上記周囲壁の上記当接は、
　　- 　上記当接構造の該当接が効果的であるところよりもさらに第１方向に遠くで、最
も好ましくは、上記当接構造の該当接が効果的であるところから可能な限り離れた場所で
、および
　　- 　該参照軸の周りの周方向で互いに対して角度的に間隔を空けられた少なくとも３
つの位置において、
効果的である。ここで前記角度的な間隔は、該参照軸の周りの３つの相補的な１２０度の
周囲セクターの各々に、上記少なくとも３つの位置の少なくとも１つが存在しているよう
にである。
　上記の付加的な当接、すなわち、上記周囲壁の当接が、上記当接構造の該当接が効果的
であるところよりも第２方向においてさらに遠いところで効果的である、は、スタック内
で上記当接状態における隣接カップ形状体の安定な一列の配置を促進する。それによって
、特に積み重ねられたカップ形状体の多数から成る非常に長いスタックの曲げの動きは制
限される。
【００１９】
　本発明のさらに好ましい実施態様において、上記当接構造は、上記陥没部分の裂溝面を
備え、上記裂溝面は上記当接を与える。そのような裂溝面は、様々なタイプのものであり
うる。そのような裂溝面の少なくとも１つの裂溝は、例えば、参照軸の周りに取り囲んで
延在しうる。代替的又は付加的には、参照軸に沿って突き出たその成分が可能な限り大き
いものである、長手方向の裂溝方向を有する少なくとも１つのそのような裂溝を施与する
ことは有利である。
【００２０】
　本発明のこれら及び別の局面は、限定されない実施例のみによってこれ以降に記載され
る実施態様および添付された図面における該略図から明らかであり、且つこれらを参照す
ることによって説明されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明に従うカップ形状体の第一実施態様の第１実施体の斜視図である。
【図２】図１の該第１実施体（ここでは、断面図（部分的に透視）である）と、図１の該
第１実施体と同一である第２実施体を一緒に示し、該第１実施体が該第２実施体の中に摺
動的に嵌め込まれている。
【図３】本発明に従うカップ形状体の第二実施態様の第１実施体の斜視図である。
【図４】図３の該第１実施体（ここでは、断面図（部分的に透視）である）と、図３の該
第１実施体と同一である第２実施体を一緒に示し、該第１実施体が該第２実施体の中に摺
動的に嵌め込まれている。
【図５】本発明に従うカップ形状体の第三実施態様の第１実施体（ここでは、図２および
図４に類似の断面図である）と、該第１実施体と同一である第２実施体を一緒に示し、該
第１実施体が該第２実施体の中に摺動的に嵌め込まれている。
【図６】本発明に従うカップ形状体の第四実施態様の第１実施体の斜視図である。
【図７】図６の該第１実施体の部分（ここでは、断面図（部分的に透視）である）と、図
６の該第１実施体と同一である第２実施体の部分を一緒に示し、該第１実施体が該第２実
施体の中に摺動的に嵌め込まれている。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　最初に、第一実施態様の第１実施体（１）と第２実施体（１Ａ）を示しているところの
図１および２の第一実施態様について述べる。実施体（１Ａ）は実施体（１）と同一であ
る。これ以降、実施体（１）および実施体（１Ａ）は、夫々「物体（１）」および「物体
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（１Ａ）」とも呼ばれる。物体（１）および物体（１Ａ）の同一部分は、同一の参照番号
によって指示され、但し、物体（１Ａ）の各参照番号には接尾子「Ａ」が付加される。
【００２３】
　物体（１）は、参照軸（Ｘ）の周りの周囲壁（２）、物体（１）の第１端部（１１）で
該周囲壁を閉じている第１端部壁（３）、および第１端部（１１）の反対側の開かれた第
２端部（１２）を備えている。開かれた第２端部（１２）は、該物体が抽出可能な製品で
充填されることを可能にし、そのようにして充填された該物体が上記開かれた第２端部（
１２）で第２端部壁（図示されていない）によって閉じられるときに、飲料を調製するた
めのカプセルを形成する。
【００２４】
　余談として、カプセルの使用において、第１端部壁（３）は、液体、例えば熱湯が、カ
プセル内に内蔵された抽出可能な製品と相互作用をするためにカプセルに入れられること
を可能にするように配置されていることがここでは述べられる。図示された実施例におい
て、第１端部壁（３）は、液体がカプセルに入るのを可能にするために、多数の開口、こ
の場合はスリット（１０）を有している（図１参照）。第１端部壁（３）は多孔質でもあ
りうることが理解されよう。代替的に、第１端部壁（３）は流体を通さなくてもよく、例
えばこの場合、液体がカプセルに入るのを可能にするように該第１端部壁（３）を開口、
例えば貫通により、するように、飲料調製装置が配置される。同様に、カプセルの上記開
かれた第２端部（１２）での第２端部壁（図示されていない）は、飲料及び/又は液体が
、例えば抽出可能な製品と相互作用した後に、カプセルを出るのを可能にするように配置
されるであろう。この例において、そのような第２端部壁は、カプセルの開かれた第２端
部（１２）で、図示された外向きに延在するフランジ様リム（１４）に接続されうる。そ
のような第２端部壁は、出口開口を備えてもよく、及び/又は多孔質であってもよい。代
替的に、そのような第２端部壁は流体を通さなくてもよく、例えばこの場合、飲料及び/
又は液体がカプセルを出るのを可能にするように該第２端部壁を開口、例えば貫通により
、するように、飲料調製装置が配置される。
【００２５】
　物体（１）に関する参照目的のために、上記参照軸（Ｘ）に沿った第１方向（Ｘ１）が
、第１端部（１１）から開かれた第２端部（１２）の方へ向けられているとして規定され
ている。そして上記参照軸に沿った第２方向（Ｘ２）が、該第１方向（Ｘ１）に反対であ
るとして規定される。
【００２６】
　第１端部壁（３）は、第１方向（Ｘ１）に陥没している部分（４）を備えている。この
ように、陥没部分（４）は、第１端部壁（３）の第２方向側に第１凹空間（５）を形成し
ている。第１端部壁（３）はさらに、陥没部分（４）から第１凹空間（５）内へ突き出て
いる突出部（６）を備えている。
【００２７】
　カップ形状体は、その同一の実施体が、複数のカップ形状体の積み重ね（スタック）を
形成するように、相互に中へ参照軸（Ｘ）に沿って摺動可能であるように形成されている
。このことは、図２に見ることができ、そこでは実施体（１）が実施体（１Ａ）の中へ既
に摺動されている状況が示されている。図２に示された状況は、実施体（１Ａ）の開かれ
た第２端部（１２Ａ）を通して、実施体（１）をその第１端部（１１）を前方にして、第
２方向（Ｘ２）に摺動させた結果である。上記の摺動可能性は、周囲壁（２）が第１方向
（Ｘ１）に広げられている、すなわち第２方向（Ｘ２）に狭くなっていると云う事実によ
って可能とされる。
【００２８】
　第１端部壁（１１）の陥没部分（４）は、当接状態を有する当接構造（７）を備えるよ
うに形成されており、該状態においては、突出部（６）が実施体（１）の第１端部壁（３
）の最遠点にまで第２方向（Ｘ２）に突出する場合でさえ、上記当接状態において、実施
体（１）の突出部（６）が実施体（１Ａ）に接触するのを防止するそのような仕方で、実
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施体（１Ａ）の中への実施体（１）の上記摺動可能性の程度は、実施体（１Ａ）の当接構
造（７Ａ）の、実施体（１）の第１端部壁（３）との当接によって制限されている。
【００２９】
　しかし上で述べたように、別の実施態様において、突出部（６）は上記当接状態におい
て実施体（１Ａ）に接触もしうる。上記接触は、たとえば支持様式によることができ、そ
の場合に突出部（６）が当接構造又はこれらの部分として機能する。しかし代替的に、突
出部（６）は、上記当接状態において第２実施体（１Ａ）を支持せずに、実施体（１Ａ）
に接触するだけでもよい。
【００３０】
　図示された実施例において、上記当接構造は、上記当接を提供している４つのリブ（７
）を備え、該４つのリブ（７）は、第１端部壁（３）の陥没部分（４）の、第１凹空間（
５）から離れる方向に向いている側に置かれている。図示された実施例において、各リブ
（７）は、参照軸（Ｘ）に沿って突き出た方向成分が非常に大きいところの長手リブ方向
を有している。それは、参照軸（Ｘ）の周りの周方向（Ｃ）には成分を有さず、そして参
照軸（Ｘ）に対する径方向（Ｒ）におけるその成分は非常に小さい。図示された実施例に
おいて、４つのリブ（７）は、参照軸（Ｘ）の周りの周方向（Ｃ）において等間隔である
。
【００３１】
　図２の状況において、実施体（１Ａ）の当接構造（７Ａ）は、その当接状態にある。よ
り具体的には、実施体（１Ａ）の４つのリブ（７Ａ）は、実施体（１）の第１端部壁（３
）と当接している。
【００３２】
　第１端部壁（３）の陥没部分（４）は、第１方向（Ｘ１）の方へ突き出ている突起部分
（８）を備えている。図２において、４つのリブ（７）の図示された当接状態における実
施体（１Ａ）の突起部分（８Ａ）は、実施体（１）の第１凹空間（５）内に突き出ている
ことが分かる。
【００３３】
　図２において、さらに、４つのリブ（７Ａ）の図示された当接状態において、実施体（
１Ａ）の突起部分（８Ａ）と実施体（１）の第１端部壁（３）の陥没部分（４）との間の
最小の径方向距離は、上記最小の径方向距離を参照軸（Ｘ）に沿って第２方向（Ｘ２）の
方へ測るときに、減少することが分かる。参照軸（Ｘ）に沿う或る考えられた場所での上
述した最小の径方向距離は、参照軸（Ｘ）に対する径方向（Ｒ）に取られると定義される
。換言すれば、突起部分（８Ａ）が第１凹空間（５）内に突き出ているところの、参照軸
（Ｘ）に沿う範囲内で、突起部分（８Ａ）の外側（径方向（Ｒ）に見て）包洛面は、陥没
部分（４）の半径方向における内側（径方向（Ｒ）に見て）包洛面が第１方向（Ｘ１）に
おいて狭くなるよりも、第１方向（Ｘ１）により強く狭くなっている。このことは、実施
体（１Ａ）の突起部分（８Ａ）を実施体（１）の第１凹空間（５）内に持っていくことを
容易にする。これにより、図示される当接状態における実施体（１）および（１Ａ）の正
確な一列配置が、２つの実施体が相互の中に摺動されるときに、自動的に達成される。
【００３４】
　図２において、さらに、突起部分（８）は、第２方向（Ｘ２）に部分的に陥没され、従
って、実施体（１Ａ）の４つのリブ（７Ａ）の図示された当接状態において実施体（１）
の突出部（６）が実施体（１Ａ）の第２凹空間（１５Ａ）の中へ突き出るような仕方で、
該突起部分（８）の第１方向側に第２凹空間（１５）を形成することが分かる。
【００３５】
　図２において、４つのリブ（７Ａ）の図示された当接状態で、実施体（１）の周囲壁（
２）と実施体（１Ａ）の周囲壁（２Ａ）との間の当接もあることがさらに分かる。周囲壁
（２）と（２Ａ）とのこの当接は、４つのリブ（７Ａ）の当接が効果的である所よりも第
１方向（Ｘ１）に更に進んだ所で効果的である。図示された実施例において、上記周囲壁
（２）と（２Ａ）とのこの当接は、実施体（１Ａ）の開かれた第２端部（１２Ａ）で、す
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なわち、４つのリブ（７Ａ）の当接が効果的である所から可能な限り離れたところで効果
的である。図示された実施例において、周囲壁（２）と（２Ａ）とのこの当接は、参照軸
（Ｘ）の周りの周方向（Ｃ）に相互に角度的に隔てられた４つの場所で効果的である。図
示された実施例において、これら４つの場所の各々で、実施体（１Ａ）の周囲壁（２Ａ）
は、該周囲壁（２Ａ）の内側面に夫々１つのリブ（９Ａ）を有している。このことは図１
においても見られ、そこでは同一の実施体（１）の４つの同一のリブ（９）が示されてい
る。図示された実施例において、４つのリブ（９）は、周方向（Ｃ）に等間隔に隔たって
いる、すなわち、４つのリブ（９）の内の２つの隣接リブ間の角度間隔は夫々９０度であ
る。
【００３６】
　リブ、例えばリブ（９）を、周囲壁（２）と（２Ａ）との上記当接を達成させるために
施与することは、厳密には必要ではないことが分かる。代替的に、周囲壁（２）と（２Ａ
）との上記当接を達成させるために、開かれた第２端部（１２）に対応している参照軸（
Ｘ）に沿った位置で、周囲壁（２）の内径が、参照軸（Ｘ）に沿う第２方向（Ｘ２）にお
ける或る距離で周囲壁（２）の外径と等しいように、周囲壁（２）がデザインされうる。
その距離は、実施体（１）と実施体（１Ａ）とが、リブ（７Ａ）の当接状態において参照
軸（Ｘ）に沿って相互に相対的にずらされている距離に対応する。
【００３７】
　次に、図３および図４の第二実施態様について言及がなされる。これらの図は、この第
二実施態様の第１実施体（１０１）および第２実施体（１０１Ａ）を示している。これ以
降、実施体（１０１）および実施体（１０１Ａ）は、夫々「物体（１０１）」および「物
体（１０１Ａ）」としても参照される。図１および図２の物体（１）の部分に類似してい
るところの物体（１０１）の部分は、物体（１）に対して使用されたものと同じ参照符号
、但し各場合に整数１００がそれに加算されている、によって指示される。実施体（１０
１Ａ）は実施体（１０１）と同一である。実施体（１０１）と実施体（１０１Ａ）との同
一部分は、同一参照符号（実施体（１０１Ａ）の各参照符号には添字「Ａ」が付加されて
いる）によって指示される。図４において、全て参照目的のために使用される図示された
参照軸（Ｘ）、第１方向（Ｘ１）および第２方向（Ｘ２）は、図２に示されたものと同様
である。
【００３８】
　図３および４の第二実施態様と図１および２の第一実施態様との間の相違は、物体（１
０１）の陥没部分（１０４）の突起部分（１０８）が、物体（１）の陥没部分（４）の突
起部分（８）と異なっていることである。すなわち、第一実施態様の突起部分（８）が参
照軸（Ｘ）の周りの回転体（すなわち、参照軸（Ｘ）対して回転対称）であるのに対して
、第二実施態様の突起部分（１０８）は、４つの突起リブ（１０８）（これらは４つの当
接リブ（１０７）に接続されている）の形状である。しかし、図３および４から分かるよ
うに、４つの突起リブ（１０８）の特徴は、該４つの突起リブ（１０８）が図１および２
の突起部分（８）の上述した機能の全てを提供するようなものである。
【００３９】
　次に、図５の第三実施態様について言及がなされる。この図は、この第二実施態様の第
１実施体（２０１）および第２実施体（２０１Ａ）を示している。これ以降、実施体（２
０１）および実施体（２０１Ａ）は、夫々「物体（２０１）」および「物体（２０１Ａ）
」としても参照される。図１および図２の体（１）の部分に類似しているところの物体（
２０１）の部分は、物体（１）に対して使用されたものと同じ参照符号、但し各場合に整
数２００がそれに加算されている、によって指示される。実施体（２０１Ａ）は実施体（
２０１）と同一である。実施体（２０１）と実施体（２０１Ａ）との同一部分は、同一参
照符号（実施体（２０１Ａ）の各参照符号には添字「Ａ」が付加されている）によって指
示される。
【００４０】
　図５の第三実施態様と図１および２の第一実施態様との間の相違は、図５において、当
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接を提供する当接構造のリブ（２０７）が、上記第１凹空間の方に向く第１端部壁の上記
陥没部分の側に置かれることである。
【００４１】
　次に、図６および図７の第四実施態様について参照がなされる。これらの図は、この第
四実施態様の第１実施体（３０１）および、図７に第２実施体（３０１Ａ）を示している
。これ以降、実施体（３０１）および実施体（３０１Ａ）は、夫々「物体（３０１）」お
よび「物体（３０１Ａ）」としても参照される。図１および２の物体（１）の部分に類似
しているところの物体（３０１）の部分は、物体（１）に対して使用されたものと同じ参
照符号（各場合に整数３００がそれに加算されている）によって指示される。実施体（３
０１Ａ）は実施体（３０１）と同一である。実施体（３０１）と実施体（３０１Ａ）との
同一部分は、同一参照符号（実施体（３０１Ａ）の各参照符号には添字「Ａ」が付加され
ている）によって指示される。図７において、全て参照目的のために使用される図示され
た参照軸（Ｘ）、第１方向（Ｘ１）および第２方向（Ｘ２）は、図２および４に示された
ものと同様である。
【００４２】
　図６～７の第四実施態様と図１～５のそれ以前の実施態様との間の主要な相違は、図６
～７において、物体（３０１）の当接構造が、陥没部分（３０４）の裂溝面（rilled sur
face:裂溝を有する面）（３０７）を備えていることである。類似的に、勿論、図７にお
ける物体（３０１Ａ）の当接構造は、裂溝面（３０７Ａ）を備えている。図７に示された
当接状態において、物体（３０１）の物体（３０１Ａ）内への摺動性（第２方向（Ｘ２）
における）の範囲は、体（３０１Ａ）の裂溝面（３０７Ａ）の、物体（３０１）の第１端
部壁（３０３）との当接によって制限されている。図６～７の実施例において、陥没部分
（３０４）の周囲壁が、半径方向に外向きに（即ち、参照軸（Ｘ）から離れる向きに）膨
らむ多数の隆起する部分（３１７）を有し、それによって上記周囲壁の長手方向裂溝を形
成することによって、裂溝面（３０７）は実現されている。（壁の一方の側で見るとき長
手方向の隆起として現れるものは反対側で裂溝として現われ、また逆も同様なので、裂溝
は、実際、周囲壁の両反対側に存在することに留意せよ。）図示された実施例において、
裂溝の長手方向は、参照軸（Ｘ）に対して実質的に平行である。このことは、該参照軸に
平行な、複数のカップ形状体のスタックに生起する力に対する大きな抵抗を該スタックに
与える。さらに、図示された実施例において、裂溝は、参照軸（Ｘ）の周りの周方向に等
間隔に配置されている。このことは、スタックの曲げに対する大きな抵抗を（多数の）カ
ップ形状体の（大きな）スタックに与える。図示された実施例において、周囲壁の一方の
側の等間隔に配置された裂溝の数は１０であるが、勿論、他の数も可能である。さらに、
隆起部分（３１７）は、第１方向（Ｘ１）に増大している膨らみの深さおよび膨らみの幅
を伴ってデザインされていることが分かる。このことは、物体（３０１Ａ）の裂溝面（３
０７Ａ）と物体（３０１）の第１端部（３０３）との間の当接にとって好ましい領域を提
供する。それはさらに（多数の）カップ形状体の（大きな）スタックの安定性を促進する
。
【００４３】
　前述の説明において、本発明は、本発明の実施態様の特定の実施例を参照して記載され
た。しかし、様々な修正および変更が、添付された請求項に記載されたような本発明の広
い範囲から離れることなく、そこにおいて成されうる。
【００４４】
　例えば、上の実施例において、図示されたカップ形状体の部分の多くは、参照軸（Ｘ）
に対して回転対称である。すなわち、図示されたカップ形状体は、（例えばスリット（１
０）、リブ（７、９，１０８）および裂溝面（３０７）の裂溝のような詳細を除いて）実
質的に参照軸（Ｘ）の周りの回転体である。しかし、回転体として図１～７に示された様
々な部分は、参照軸に対して回転対称でなくともよく、様々な他の形状を取りうる。
【００４５】
　また、カップ形状体の第１端部壁は、１以上の陥没部分（対応する１以上の凹空間を伴
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う）を備え得、及び/又は、そのような陥没部分からその対応する凹空間内へ突き出る１
以上の突出部を備えうる。
【００４６】
　しかし、別の修正、変更、代替案も可能である。本記載および図面は、したがって、制
限的ではなく説明的なものと見なされるべきである。
【００４７】
　本請求項において、括弧の間に置かれたいかなる参照符号も請求項を限定するように解
釈されるべきではない。用語「備える」は、請求項に挙げられたもの以外の他の特徴また
は工程の存在を排除しない。さらに、用語「１つの」は「唯１つの」に限定されるように
解釈されるべきではなく、むしろ「少なくとも１つの」を意味するように使われ、複数を
排除しない。或る複数の手段が相互に異なる請求項に記載されているという単なる事実は
、これらの手段の組合わせが有利に使われえないことを示すものではない。
【符号の説明】
【００４８】
　　１　　　　実施体
　　２　　　　周囲壁
　　３　　　　第１端部壁
　　４　　　　陥没部分
　　５　　　　第１凹空間
　　６　　　　突出部
　　７　　　　当接構造、リブ
　　８　　　　突起部分
　　９　　　　周囲壁のリブ
　１１　　　　第１端部
　１２　　　　開かれた第２端部
　１４　　　　フランジ様リム
　１５　　　　第２凹空間
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